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総

会

・

研

修

会

を

終

え

て

道
東
地
区
教
会
連
合
会
会
長
　
玉
　
置
　
徳
　
衛
　

　
道
東
地
区
教
会
連
合
会
総
会
が
、

三
月
十
七
日
、
十
八
日
北
見
教
会
を

会
場
と
し
て
予
定
ど
お
り
開
催
さ

れ
、
研
修
会
も
北
見
教
会
の
信
者
さ

ん
参
加
の
も
と
盛
会
に
終
了
し
、
あ

り
が
た
く
、
関
係
者
の
御
用
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
年
七
月
二
十
二
日
、
金
光

教
教
規
の
全
部
が
改
正
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
世
界
、
人
類
を
助

け
た
い
と
の
天
地
金
乃
神
様
の
ご
神

願
と
、
教
祖
生
神
金
光
大
神
様
の
お

取
次
の
思
し
召
し
を
実
現
す
る
た

め
、
教
会
を
含
め
た
教
団
の
布
教
体

制
化
を
進
め
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

教
会
連
合
会
も
こ
の
願
い
の
も
と
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
道
東
地
区
教
会
連

合
会
は
全
国
の
教
会
連
合
会
八
十
七

地
区
の
中
で
、
そ
の
面
積
の
広
大
さ

に
お
い
て
は
全
国
一
の
広
さ
で
す
。

こ
の
広
い
地
域
に
教
会
は
六
カ
所
点

在
し
て
お
り
ま
す
。
教
会
は
、
地
域

に
あ
っ
て
、
天
地
金
乃
神
様
の
ご
神

願
を
成
就
し
て
い
く
拠
点
と
し
て
、

教
会
に
お
け
る
生
神
金
光
大
神
取
次

の
責
任
者
で
あ
る
教
会
長
の
も
と
、

教
師
と
信
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

担
い
つ
つ
一
体
と
な
っ
て
、
生
神
金

光
大
神
取
次
の
内
容
で
あ
る
結
界
取

次
と
各
種
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
願
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
教

の
教
会
は
、
も
と
も
と
、
信
仰
的
、

人
的
、
財
的
に
自
立
し
て
お
り
、
そ

う
し
た
千
六
百
余
の
教
会
が
集
ま
っ

て
教
団
を
構
成
し
て
お
り
、
教
主
金

光
様
の
統
理
の
も
と
に
金
光
教
団
が

で
き
て
お
り
ま
す
。

　
教
会
連
合
会
の
地
域
は
、
教
務
セ

ン
タ
ー
所
長
が
定
め
、
教
務
総
長
の

承
認
を
受
け
た
地
域
で
す
。
そ
し

て
、
一
定
地
域
内
に
お
け
る
教
会
が

連
帯
し
て
、
地
域
に
お
け
る
教
団
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
教
会
活
動
の

互
助
連
絡
お
よ
び
布
教
活
動
担
う
目

的
で
制
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
会
長
は
信
徒
参
加
の
制
度
化
の

一
つ
と
し
て
、
各
教
会
か
ら
選
ば
れ

た
教
師
一
人
と
信
徒
一
人
の
の
選
挙

人
に
よ
っ
て
連
合
会
長
を
選
出
し
、

副
会
長
に
は
信
徒
委
員
一
名
が
就
任

す
る
こ
と
が
願
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
総
会
は
、
私
に
と
っ

て
初
め
て
の
総
会
で
し
た
が
、
江
郷

前
会
長
は
じ
め
各
役
員
の
協
力
で
、

事
前
に
準
備
さ
れ
た
議
案
に
よ
り
、

ま
た
、
研
修
会
も
熱
心
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
た
だ
、
信
徒
会
と
事
前
の
協

議
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
連

合
会
予
算
支
出
の
項
で
当
惑
、
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
役

員
会
で
協
議
し
て
予
算
書
の
作
成
を

心
が
け
ま
す
。
ま
た
、
総
会
開
催
月

は
、
二
月
末
ま
で
に
開
催
す
る
の
が

教
規
上
の
定
め
で
す
が
、
雪
害
を
考

慮
し
て
の
三
月
開
催
か
と
思
い
ま

す
。
あ
ら
た
め
て
、
役
員
会
で
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
任
期
三
年
、
会
長
と
し
て
御
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

　
帯
広
教
会
は
今
年
で
八
十
年

を
迎
え
ま
す
。
病
弱
で
あ
っ
た

初
代
教
会
長
田
中
福
太
郎
道
明

大
人
が
、
三
重
県
関
教
会
初
代

教
会
長
松
澤
四
太
郎
師
の
「
お

か
げ
を
い
た
だ
い
た
の
だ
か

ら
、
神
様
の
ご
用
に
当
た
ら
せ

て
い
た
だ
き
、
御
恩
返
し
を
し

な
さ
い
」
と
御
取
次
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
教
祖
様
の

「
神
信
心
し
て
お
か
げ
を
受
け

て
、
難
儀
な
人
を
助
け
る
身
に

な
ら
せ
て
も
ら
う
が
よ
い
。
神

心
と
な
っ
て
、
受
け
た
お
か
げ

を
人
に
話
し
て
真
の
道
を
伝
え

る
の
が
、
神
へ
の
お
礼
で
あ

る
。
そ
れ
が
神
の
お
喜
び
と
な

る
。
信
心
す
る
と
い
っ
て
も
、

こ
れ
ま
で
は
み
な
神
様
を
使
う

ば
か
り
で
、
神
様
に
使
わ
れ
る

こ
と
を
知
ら
な
い
。
天
地
金
乃

神
様
は
人
を
使
わ
し
め
に
な
さ

る
。
神
様
に
使
わ
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
信
心
せ
よ
」
と
の
み

教
え
の
と
お
り
、
こ
の
帯
広
の

地
に
布
教
を
始
め
、
絶
え
間
な

い
お
か
げ
と
、
信
奉
者
諸
先
輩

の
信
心
と
布
教
情
熱
を
確
か
に

受
け
継
ぎ
、
布
教
八
十
年
を
迎

え
ま
す
こ
と
は
、
誠
に
有
り
難

い
こ
と
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。

　
十
一
月
十
日
、
布
教
八
十
年

記
念
祭
を
仕
え
ま
す
が
、
一
人

ひ
と
り
に
安
心
と
喜
び
を
伝
え

て
い
く
こ
と
を
改
め
て
願
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
布
教
八
十
年
の
記
念
行
事
と

し
て
、
夏
の
餅
つ
き
大
会
や
講

演
会
な
ど
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
。

　
今
年
四
月
十
四
日
に
高
松
清

先
生
の
二
十
年
祭
と
合
わ
せ
て

高
松
千
枝
先
生
の
十
五
年
祭
を

お
仕
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
子
息
で
あ
る
八

ツ
梅
教
会
長
の
高
瀬
正
人
先
生

や
千
枝
先
生
の
ご
姉
妹
で
あ
ら

れ
る
夕
張
教
会
長
の
玉
置
美
智

子
先
生
、
道
東
の
先
生
方
に
も

参
拝
頂
き
大
変
あ
り
が
た
い
霊

祭
で
し
た
。

　
釧
路
教
会
長
の
江
郷
先
生
の

教
話
も
大
変
あ
り
が
た
く
、
網

走
教
会
の
歴
史
か
ら
、
高
松
先

生
の
人
と
な
り
ま
で
を
お
話
し

頂
き
、
高
松
先
生
の
知
ら
れ
ざ

る
一
面
に
ふ
れ
、
ま
た
そ
の
信

心
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
改

め
て
そ
の
お
徳
が
今
日
の
網
走

教
会
に
も
息
づ
い
て
い
る
こ
と

を
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
網
走
教
会
信
奉
者

一
同
、
歴
代
の
先
生
方
の
ご
苦

労
、
お
徳
に
少
し
で
も
報
い
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
信
心
を
進

め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　
教
会
長
＝
一
月
一
日
十
時
三

十
分
の
元
日
祭
後
、
例
年
ど
お

り
新
年
お
祝
い
の
お
神
酒
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
真
っ
昼
間
か

ら
お
神
酒
を
い
た
だ
く
の
は
こ

の
日
だ
け
で
す
が
、
信
奉
者
が

帰
っ
た
後
も
、
身
内
の
皆
と
飲

み
続
け
て
夜
も
と
っ
ぷ
り
と
暮

れ
ま
し
た
。
冷
た
い
風
に
当
た

り
た
か
っ
た
の
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
が
食
ペ
た
く
な
っ
て
、

近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
に
買
い
に
出

掛
け
ま
し
た
が
、
着
物
を
着
て

い
た
の
で
雪
下
駄
だ
っ
た
の
で

す
が
、
あ
っ
と
い
う
問
に
転
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
翌
朝
、
左
手
が
痛
く
て
目
が

覚
め
ま
し
た
。
打
身
と
思
っ
て

い
た
の
で
す
が
、
九
時
過
ぎ
る

の
を
待
っ
て
救
急
病
院
に
行
っ

て
み
ま
し
た
。
救
急
病
院
で
は
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北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

北
見
教
会

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

「
八
時
三
十
分
ま
で
整
形
の
患

者
を
受
け
付
け
た
の
で
す
が
」

と
言
い
ま
す
。
「
今
度
は
何
時

に
整
形
の
患
者
を
受
け
付
け
る

の
で
す
か
」
と
聞
く
と
「
明
日

の
朝
九
時
か
ら
で
す
」
と
言

う
。
「
そ
れ
な
ら
、
明
日
朝
来

て
み
ま
す
」
と
言
う
と
「
手
が

痛
い
の
で
し
ょ
う
」
と
言
い

「
今
日
の
整
形
の
救
急
病
院
は

『
○
○
整
形
病
院
』
で
す
」
と

言
う
。
続
け
て
「
こ
こ
は
本
当

の
救
急
応
急
病
院
で
す
か
ら
、

整
形
に
行
っ
て
み
て
も
ら
っ
た

方
が
良
い
で
す
よ
」
と
付
け
加

え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
『
○
○
整
形
病
院
』

に
行
っ
た
の
で
す
が
、
混
ん
で

る
は
、
混
ん
で
る
は
。

　
診
断
は
、
手
首
の
骨
が
欠
け

て
い
て
、
全
治
三
〜
四
週
間
の

安
静
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
本
当
は
、
こ
れ
か
ら
が
大
変

だ
っ
た
の
で
す
よ
。
た
だ
、
湿

布
の
交
換
と
、
消
炎
剤
か
何
か

の
注
射
を
す
る
だ
け
で
、
毎
日

午
前
中
は
病
院
に
時
間
を
取
ら

　
今
年
も
三
日
に
新
年
の
ご
祈

念
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
一
昨
年
、
二
人
も
の
信
奉
者

が
ご
帰
幽
に
な
り
、
信
奉
者
で

あ
っ
た
方
が
札
幌
に
転
住
に
な

り
、
も
う
一
人
が
病
院
に
入
院

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
一
度

に
参
拝
者
が
減
っ
て
淋
し
く
な

り
ま
し
た
。

　
北
見
教
会
で
は
こ
の
三
月
十

七
日
、
十
八
日
に
わ
た
っ
て
教

会
連
合
会
の
総
会
・
研
修
会
が

開
催
さ
れ
、
役
員
以
外
に
も
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

天
地
金
乃
神
大
祭
は
五
月
三

日
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
は
十

一
月
三
日
に
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行

わ
れ
ま
す
。

れ
、
大
変
な
年
の
初
め
に
な
り

ま
し
た
。
教
会
長
の
個
人
的
な

情
報
に
終
わ
っ
て
す
み
ま
せ

ん
。

＊
今
後
の
予
定
は
、
▽
五
月
十

九
日
・
天
地
金
乃
神
大
祭
▽
六

月
三
十
日
・
上
半
期
感
謝
祭
。

八
日
月
二
十
五
日
・
布
教
九
十

五
年
記
念
祭
と
続
き
ま
す
。
▽

原
則
と
し
て
十
日
、
二
十
一
日

に
は
月
例
祭
を
、
二
十
一
日
に

は
合
わ
せ
て
月
例
霊
祭
を
奉
仕

し
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
元
気
で
参
れ
る

方
々
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
、

金
光
様
に
新
年
の
ご
挨
拶
を
し

て
、
昔
の
思
い
出
話
な
ど
に
花

を
咲
か
せ
て
散
会
し
ま
し
た
。

　
春
の
芝
桜
の
季
節
が
待
ち
遠

し
い
の
で
す
が
、
東
藻
琴
の
芝

桜
が
年
々
良
く
な
っ
て
い
く
の

に
、
滝
上
の
芝
桜
は
鹿
の
被
害

に
あ
っ
て
一
時
期
の
よ
う
に
は

綺
麗
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
も
、
山
一
面
が
ピ
ン

ク
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
に
染
ま
る
よ

り
、
滝
上
公
園
の
よ
う
に
、
所

に
よ
っ
て
は
木
々
の
間
か
ら
ピ

ン
ク
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
が
見
え
る

の
は
、
や
は
り
味
が
あ
っ
て
い

い
光
景
で
す
。

＊
今
後
の
予
定
は
、
▽
五
月
二

十
五
日
・
天
地
金
乃
神
大
祭
・

春
季
霊
祭
で
す
。

池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

　
今
年
は
例
年
に
な
く
春
の
訪

れ
が
早
く
、
境
内
の
桜
の
花
芽

も
い
つ
に
な
く
早
く
ふ
く
ら
ん

で
き
て
い
ま
す
。

　
十
勝
教
会
は
四
月
二
十
一
日

に
天
地
金
乃
神
大
祭
、
十
一
月

十
七
日
に
生
神
金
光
大
神
大
祭

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

六
月
二
日
に
は
教
務
セ
ン
タ
ー

主
催
の
「
あ
い
よ
か
け
よ
の
集

い
」
が
十
勝
教
会
を
会
場
に
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
三
―
〇
〇
〇
一
　
中
川
郡
池
田
町
旭
町
一
―
九
―
二
一
　
金
光
教
十
勝
教
会

道東地区教会連合会役員
会　長　玉置　徳衛　十勝教会
副会長　矢代　千春　北見教会
副会長　池亀　徳和　釧路教会
幹　事　江郷　繁樹　釧路教会
　　　　田中　敬一　帯広教会
　　　　菊川松次郎　網走教会
　　　　玉置　衛　　十勝教会

道東地区教会連合会信徒委員
　　釧路教会　池亀　徳和　　委員長
　　　　　　　千葉　利樹
　　北見教会　横畠　安男　副委員長
　　　　　　　田代　皓彦
　　十勝教会　和崎　光治　副委員長
　　　　　　　三浦　弘
　　帯広教会　今森　勉
　　　　　　　高山　正
　　網走教会　新谷　泰造
　　　　　　　新谷　哲章
　　滝上教会　沢田　正

道東地区教会連合会役員・道東地区教会連合会信徒委員

道
東
地
区
教
会
連
合
会
経
過
と
予
定

♦
総
　
会
◆

平
成
一
四
年
三
月
一
七
（
日
）
十
二
時
〜

一
八
日
（
月
）
九
時
。
会
場
・
北
見
教
会

（
懇
親
会
、
宿
泊
は
温
根
湯
ホ
テ
ル
）
。

総
会
と
研
修
会
。
▼
出
席
者
▽
釧
路
・
江

郷
繁
樹
、
江
郷
百
々
代
、
池
亀
憲
和
、
池

亀
昭
子
、
小
崎
キ
ミ
、
大
槻
ツ
ナ
。
▽
北

見
教
会
・
矢
代
千
春
、
横
畠
安
男
、
横
畠

保
子
、
石
田
誠
、
石
田
恭
子
、
鈴
木
勢

志
、
高
橋
八
重
子
、
矢
葺
朝
博
、
石
丸

高
、
石
丸
貴
美
子
、
小
崎
忠
一
。
▽
十

勝
・
玉
置
徳
衛
、
玉
置
衛
、
和
崎
光
昭
、

三
浦
弘
、
伊
藤
フ
ミ
子
、
伊
藤
稔
。
▽
帯

広
・
田
中
敬
一
、
今
森
勉
、
今
森
敏
子
。

▽
網
走
・
菊
川
松
次
郎
、
新
谷
哲
章
、
厚

海
武
。
▽
特
別
参
加
・
矢
代
礼
紀
教
老
。

▼
総
会
。
平
成
一
三
年
度
事
業
報
告
、
収

支
報
告
。
平
成
一
四
年
度
事
業
、
収
支
計

算
書
に
つ
い
て
。
▼
研
修
会
。
「
も
っ
た

い
な
い
考
」
。
提
言
と
懇
談
。
提
言
・
池

亀
徳
和
氏
。
進
行
・
矢
代
千
春
先
生
。

▼
懇
親
会
・
温
根
湯
ホ
テ
ル
に
会
場
を
移

動
、
会
食
。

♦天地金乃神大祭◆
十勝教会　4月21日（日）11時
帯広教会　4月28日（日）11時30分
北見教会　5月 3日（金）11時30分
釧路教会　5月19日（日）11時30分
滝上教会　5月25日（土）11時
網走教会　5月26日（日）11時

♦生神金光大神大祭◆
釧路教会　10月20日（日）11時30分
滝上教会　10月26日（土）11時
網走教会　10月27日（日）11時
北見教会　11月 3日（月）11時30分
十勝教会　11月17日（日）11時

◆　帯広教会布教80年記念祭　11月10日（日）11時

♦　あいよかけよの集い-運動地区集会-　6月2日（日）12時　十勝教会

♦　第2回道東地区教会連合会交流パークゴルフ大会　9月8日（日）


